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１．想定最大規模降雨のハザードマップ作成事例 ❶
○ほぼ全域が浸水する事例

〇計画規模のハザードマップが主体であるが、想定最大規模の浸水想定区域図と浸水継続時間を記載し、
リスクを示している（リスクの周知）

【岐阜県安八町】
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１．想定最大規模降雨のハザードマップ作成事例 ❷
〇ほぼ全域が浸水する事例
○避難所の浸水レベルを記載し、想定最大規模の避難所の対応可否を表示 (リスクの周知＋避難所の周
知）

【大阪府摂津市】
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１．想定最大規模降雨のハザードマップ作成事例 ❸
○避難対象人口が多数の事例
〇自主的広域避難情報発表後、すぐに江東５区（墨田区・江東区・足⽴区・葛飾区・江戶川区）以外の安全
な場所へ避難を開始

○自主的広域避難情報（タイミング）を発令し、広域避難を基本としつつ、多様な避難方法を表示

【東京都江東５区】



6

〇避難先は江東5区以外とし、具体的な避難先までは明示していない

１．想定最大規模降雨のハザードマップ作成事例 ❸
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１．想定最大規模降雨のハザードマップ作成事例 ❹

〇山間部の川沿いの事例

〇公表されている観測所の水位と道路冠水のタイミングを記載することで、避難経路の確認と逃げるタイミ
ングを周知する(リスクの周知＋避難所の周知＋避難のタイミング周知）

の水位が10.0以上になったら冠水
し、通行不可になる。

川本観測所水位約10.0mで
谷地区～天神町地区 町道冠水

スマホやPCで水位が確認出来る
（下記は｢川の防災情報｣で見た
川本観測所の水位）

【島根県川本町】
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２．避難体制に関する情報提供（広域避難に関する情報）
〇内閣府（防災担当）が令和3年5月に「水害からの広域避難に関する基本的な考え方」を作成
○また、「水害からの広域避難事例集」を作成し、先進的な取組を紹介
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２．避難体制に関する情報提供（広域避難に関する情報）

○避難体制の構築方法の事例
○江東５区内の江戸川区では、大規模水害時の自主的広域避難（分散避難）を推奨

広域避難に伴う補助金制度を
完備しています。


